
、J

、〆

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
招
集

第
四
回
館
山
市
議
会
定
例
会
会
議
録
第
四
号

館

山

市

議

会

『





目

次

開

議

議
案
第
五

十
四
号

l
議
案
第
五
十
六
号

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

同
報
告

K
対
す
る
渡
辺
章
治
郎
君
の
質
疑
、
渡
辺
軍
治
郎
君
の
討
論
・

採

決

議
案
第
五
十
七
号

-

-
-
z
i
-
-
e
i
・e・-
Z
E
-
-

一
ee--

七

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
報
告
、
採
決

-
-
-
;
j
e
-
-
;

・
・
・
七

一
議
案
第
五
十
八
号

・
・

・
0

・
・

・F
i

e

-

八

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
報
告

-
-
-
-
-
-
e
J
e
e
-
-

八

採

決

-
e
-
-
-
:
:
:
e
i
-
-
'
J
e
-
-
-
e

-
-
e
e

-

-
-
-
i
-
九

請
願
第
二
号

・

・

-

-

-

-

e

・e
・-
e
j
i
-
-

九

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告
、
継
続
審
査
に
つ
い

て

・

9
i
:
九

発
議
案
第
四
号

-

j

e

e

-

-

-

e

e

E
-
:
:
・
:
z
e

一
()

内
容
説
明
、
渡

辺

軍

治

郎

の

質

疑

・

;

・

-aee
・e・
-
;
・

i

一
。

石
井
輝
久
君
の
質
疑

-

-i

;

:

e

・
e
・-
-

2:

一
二

議
案
の
訂
正
、
渡
辺
箪
治
郎
の
討
論
・

・

e
i
-
-

一
三

採

決

-

e

-

-

・
:
・
・

:
E
e
・

--

-
i
・e-

一
円

日
程
の
追
加
、
議

案

の

配

付

・

・

・

0

・

一

四

発
詩
集
第
五
号

-

O

E

・e

・
-

:

-

0

・e

一
五

内
容
説
明
、
渡
辺
軍
治
郎
若
の
質
従

e
e
-
-

一
五

委
員
会
付
託
の
省
略
、
渡

辺

草

治

郎

君

の

討

論

-

一

-

一

六

採

決

e

・

e

-

:

z

-

e

e

-

-

・

一
七

閉
会
、
本
臼
の
会
議

K
付
し
た
事
件

:
i
F
i
j
i
-
-
j
i
-
-
E

・E・--
z

一
八 問

昭
和
五
十
三
年
十

二
月
二
十
三
日

ハ
土
纏
日
v

午
前
十
時

館
山
市
役
所
議
場

出

席

議

員

二

十

八

名

吉

田

勇

治

郎

虫ハ黒本鈴近林辻

欠
席
議
員

二

一

番

回

出
席
説
明
員

第
一
号

K
同
じ

出
席
事
務
局
職
員

第

一
号

K
同
じ

診
察
日
程
(
第
四
号
V

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時
朗
議

九
番

一
一
番

一
三
番

一
五
番

一
七
番

一
九
番

二
二
番

二
四
番

二
六
番

二
八
番 番~

五
番

七
番

井

渡

辺

五

十

嵐

石商藤石

川戸

予寺

夫

同

昭平

治

木

捻

一O
季

一
二
番

藤

好

敏実豊雄

六
番

八
番

一口
番

一三
番

一
四
番

回

武昭

夫昇

村

兵

次

二
五
番

二
七
番

二
九
番

国

?台

益

井一
名

正

中

禄

三
O

番

郎

正正

流

山

源

次

郎

輝

菊和 渡安石

辺

革
敏 一 、ム主主

t川口

朗博郎郎

番

伊

藤

幸

八 六四
番議番

松鈴押栗逮 伊

山

望山

木元

太

義稔郎

下

己

井原

久 雄

西

男

回
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程
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議議診
察案採
第 筑第

五 五五
十 十十

六五四
号号号

日
程
第
二

品
み
案
第
五
十
七
号

日
程
第
三

講
梁
第
五
十
八
号

日
程
第
四

請

願

第

二

号

日
程
第
五

発

議

案

諮

問

号

閥

鉱
山
市
戦
員
給
与
条
例
等
市
川
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

抽
出
山
市
災
害
住
宅
従
旧
資
金
の
貸
付
け

k

m
闘
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
陀
つ
い
て

昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
(
努
五
今
〉

昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
国
民
防
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)

昭
和
五
十
三
年
度
的
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
〉

一
一
般
消
質
税
に
関
す
る
い
一
日
府
柄
引
官

一X
Uぢ
伝
制
化
に
闘
す
る
意
見
書

K
つ
加
て

議

午
前
十
時
五
分
開
議

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
八
名
、

凶
田
市
議
会
定
例
会
第
阿
日
例
会
一
訟
を
開
会
し
、
直
ち
げ
い
不
自
の
会
一
訟
を
開

き
ま
す
。

と
れ
主
り
第

E義

hv
手
も
と

K
一
化
付
の

5
程
表

K
ょ，
D
行
い
ま
す
。

上

手呈

本
日
作
品
部
門
事
は
、

案

必3

つ
づ
前
長
〈
吉
田
勇
治
郎
詰
〉
日
程
第
一
、
議
祭
宅
五
十
四
号
念
加
し
議
案
第

五
十
六
号
内
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

設
業
績
五
十
四
号
供
山
市
職
員
給
与
条
例
等
品
川

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

ヨ

議
案
第
五
十
五
号

館
山
市
災
害
住
宅
復
旧
針
金
の
貸
付
け

K
闘
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

昭
和
五
十
三
年
度
錯
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第

五
号
)

議
案
第
五
十
六
号

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

O
P訟
長

ハ
吉
田
勇
治
即
党
〉
た
だ
い
ま
最
婚
と
な

-P
ま
し
た
各
議
案
は
、
去

る
十
二
月
十
九
日
市
山
本
会
議

K
な
い
て
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も
の
で

e
pま
す
。

E
っ
て
、
と
れ
よ
り
総
務
姿
員
会
に
な
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
集

K

っ
き
，
参
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
柴
原
一
雄
君
御
登
壇
騒
い
ま
す
。

(
総
務
委
員
会
委
員
長
栗
原
一
雄
君
査
法
)

。
絞
務
委
員
会
委
員
長
(
采
胤
一
雄
君
)
第
四
回
飽
山
市
議
会
定
例
会
に
な

い
て
去
る
十
二
月
十
九
日
給
説
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
一
般
議
案
二
件

補
正
予
算
一
件

K
つ

w
て
、
翌
十
二
兵
二
十
日
妥
員
会
を
招
集
し
、
各
議
案

の
内
容
審
査
を
行
い
き
し
た
。

そ
の
経
過
並
び

K
結
泉
に
つ
い
て
間
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
初
め
代
、
議
集
約
管
査
結
果

K
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
匂
五
十
四
号
館
山
市
成
長
給
与
条
例
認
可
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
的

制
定

K
つ
い
て
、
m

一
一
面
案
第
五
十
六
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補

正
予
詳
〈
第
五
号
〉
に
つ
凶
て
慎
重
な
る
審
査
の
結
果
、
以
上
の
二
議
案

K

つ
加
て
そ
れ
ぞ
れ
質
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
内
と
か
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
加
え
し
ま
し
た
。

次

K
、
議
祭
第
五
十
五
号
館
山
市
災
害
住
宅
復
旧
資
金
の
貸
付
け

K
関
す
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カj

「
内

-，. 

る
条
例
的
一
部
を
改

E
す
る
条
例
m
u

制
定

K
つ
い
て
全
回
貝
原
案
ど
れ
g
b
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
加
え
し
ま
し
た
。

次

K
、
審
査
の
過
程

K
な
け
る
主
な
る
事
項

K
つ
凶
て
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
五
十
四
日
ぢ

K
つ
き
ま
し
て
は
、
条
例
改
正

K
伴
い
笑
質
三
・
0

九

%
ア
γ

プ
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

4
仏

hv
本
市
内
独
自
性

K
つ
い
て

の
質
疑
K
対
し
て
、
燥
の
人
事
委
員
会
が
地
域
内
実
態

K
即
し
て
な
り
、
一

つ
の
目
安
と
し
て
い
る
が
、
自
主
的
念
判
断
で
決
め
た
も
の
で
あ
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
本
委
員
会
は
特

K
三
カ
月
昇
給
延
伸
花
つ
い
て
、
織
田
貝
爪
り

士
気
等

K
強
い
影
響
を
及
ぼ
ナ
め
で
、
特
別
に
善
処
さ
れ
る
よ
う
強
〈
要
望

が
-
な
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
よ
h
y
今
後
約
財
政
事
情
の
持
団
移
を
み
念
が
ら
何
ら

か
の
形
で
と
れ
に
対
処
す
る
措
置
を
考
え
た
い
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次

K
、
議
案
第
五
十
六
号

K
つ
き
ま
し
て
、
提
出
さ
れ
た
説
明
資
料

κ基

づ
き
幅
広
〈
各
款

K
わ
た
り
質
疑
が
行
わ
れ
、
今
後
さ
ら

K
改
善
す
べ
き
点

検
討
を
要
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
市
当
局
の
考
え
方
を
た
だ
し
、
要
望
し
つ

つ
審
査
を
行
っ
た
次
第
で
す
。

歳
出
総
務
費
中
報
償
金
弁
護
士
謝
礼

K
つ
い
て
、
長
い
期
間

K
及
ぶ
紛
糾

の
原
因
、
今
後

K
対
す
る
市
当
局
の
考
え
万
を
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
民
法
第

六
百
九
十
七
条
の
事
務
管
理
の
問
題
と
し
て
入
閣
の
禁
止
、
制
限
を
す
る
よ

う
市

K
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
市
は
そ
の
必
要
を
認
め
な
い
と
の
漂
白

か
ら
市
民
の
一
人
と
し
て
要
求
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

b
、

と
れ
に
十
分
研
究
を
し
て
対
処
す
る
よ
う
強
〈
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

次
K
、
衛
生
貸
中
し
尿
処
理
場
予
定
地
の
地
質
調
資
委
託
料
に
つ
い
て
、

予
定
地
と
し
て
員
収
交
渉
の
話
し
合
い
の
状
況
の
申
で
事
前
調
査
が
問
題

K

念
ら
念
い
か
と
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
岩
盤
調
査
を
し
な
け
れ
ば
建
設
貨
を
算

出
す
る
と
と
が
で
き
念
加
、
ま
た
変
更
の

hv
そ
れ
も
あ
る
の
で
、

県
と
協
議

の
段
階
で
先

K
済
ま
せ
た
ほ
う
が
よ
加
と
の
指
導
も
あ
b
、
地
主

K
は
必
要

念
調
査
を
進
め
さ
せ
て
も
ら
う
と
と
で
了
解
を
待
て
い
る
国
自
の
説
明
が
あ

b

ま
し
た
。

な
な
、
調
査
の
方
法
、
場
所
と
し
て
四
隅
及
び
そ
の
対
角
線
内
真
ん
中
を

考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
約
質
疑
の
中
で
、
水
間
制
用
再
編
対
策
特
別
交
付
金

K
つ
い

て
、
+
巾
の
実
施
し
た
奨
励
交
付
金
は
転
作
を
実
施
し
た
水
田

K
対
し
て
交
付

し
て
い
る
が
、
閣
の
も
の
は
と
れ
と
違
う
の
で
、
市

k
b
け
る
配
慮
で
国
の

補
助
金
及
び
交
付
金
が
得
ら
れ
る
も
の

K
つ
い
て
は
農
民
の
立
場
で
措
鐙
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

次

K
、
商
工
慢
中
地
域
商
業
振
興
計
画
策
定
事
業
補
助
金

K
つ
い
て
、
特

に
商
庖
街
の
道
路
問
題
、
将
来
予
測
さ
れ
る
大
規
模
小
売
庖
の
出
底
及
び
釈

か
ら
北
側
商
庖
街
の
三
点
を
中
心

K
調
査
を
行
い
、
計
画
策
定
を
考
え
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
友
も
の
が
で
き
る
の
か
、
作
文
だ
け
に
終

る
と
む
だ

K
念
る
な
そ
れ
も
あ
る
の
で
、
笑
効
あ
る
も
の

K
十
分
指
導
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
強
〈
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

-3-

教
育
債
の
中
で
館
山
小
学
校
校
舎
増
築

K
つ
い
て
は
、
妨
皐
日
校
舎

と
し
て
新
築
し
た
ば
か
り
だ
が
、
設
計
、
建
設
の
時
点
で
児
童
数
約
増
加
の

推
計
資
料
は
得
ら
れ
も
仙
か
っ
た
の
か
、
今
後
の
暗
暗
殺

K
あ
た
っ
て
は
児
童
数

の
増
減

K
つ
い
て
十
分
な
資
料
を
求
め
、
的
確
な
把
渥

K
努
力
さ
れ
る
よ
う

犠
〈
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
三
件

K
つ
い
て
総
務
委
員
会

に
な
け
る
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
。

満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
h
M

隠
い
い
た
し
を
し
て
総
務
委
員
会
の

報
告
を
終
り
ま
す
。

次

K
、



。
議
長
(
古
ロ
田
勇
治
郎
君
)

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

つ
議
長
〈
士
口
問
勇
治
郎
君
〉

印
刷
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告

K
つ
い
て
御
質
袋
を

O

一
八
番
(
渡
辺
箪
治
郎
君
〉
二
つ
ば
か
り
質
問
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

第
五
十
四
号
の
給
与
条
例
の
改
定
の
胡
題
で
す
が
、
と
れ
は
議
案
審
査
の
中

で
か
を
り
乏
司
も
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
納
得
で
き
も
は
い
面
が
あ
る
わ
け

で
す
。
と
い
う
の
は
、
館
山
市
だ
け
が
県
下
で
昇
給
の
三
カ
月
延
伸
と
い
う

よ
う
な
と
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
念
ぜ
館
山
市
だ
け
が
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
か
、
そ
う
い
う
根
拠

K
つ
い
て
。
た
だ
い
ま
の
委
員
長
の

報
告
で
は
、
県
人
事
委
員
会
が
民
間
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
と
と
ろ
を
審

資
し
た
結
果
と
い
う
と
と
が
い
わ
れ
を
し
た
け
れ
ど
も
、
県
人
事
委
員
会
が

出
し
て
い
る
の
を
各
市
町
村
が
否
定
し
て
い
る
。
す
ぐ
や
ら
念
い
と
い
う
点

が
あ
る
わ
け
で
す
。
館
山
市
が
や
っ
て
い
る
の
は
待
別
の
理
由
が
念
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
点
が
ど
の
よ
う

K
常
任
委
員
会
で
審
査

さ
れ
た
か
が
開
き
い
た
し
た
怖
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
議
案
第
五
十
六
号

K
つ
い
て
で
す
が
、
一
般
会
計
の
補
正
予

算
は
議
案
精
五
十
四
号
と
の
関
連
で
向
時
提
案
さ
れ
て
な
り
ま
す
。
と
い
う

と
と
は
、
五
十
四
号
の
議
案
が
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
ζ

の
補
正
予
算
は
全
部

再
編
成
し
念
け
れ
ば
い
け
念
く
を
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
と
の
点
は
ど
の
よ

う
・
な
ふ
う
に
委
員
会
で
も
っ
て
審
議
さ
れ
た
か
。

二
つ
の
点
に
つ
い
て
な
伺
い
い
た
し
ま
す
。

。
総
務
委
員
会
委
員
長
〈
栗
原
一
雄
君
)

し
て
な
答
え
い
た
し
ま
す
。

一
八
番
議
員
さ
ん
の
御
質
問

K
対

た
だ
い
ま
委
員
長
報
告
と
い
た
し
ま
し
て
報
告
一
い
た
し
た
と
な
り
、
付
託
さ

れ
た
案
件

K
つ
き
ま
し
て
は
・た
だ
い
ま
-
委
員
長
報
告
を
申
し
上
げ
た
と
た
り

K
、
五
十
四
号
に
つ
き
ま
し
て
は
独
自
性
で
解
決
し
た
と
と
の
よ
う
に
報
告

い
た
し
て
か
り
ま
す
。
そ
の
と
な

b
付
託
さ
れ
た
案
件

K
つ
い
て
と
ま
か
く

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
五
十
六
号

K
つ
き
ま
し
で
も
、
当
然
五
十
四
号
を
含
め
ま
し

て
角
度
の
高
い
審
議
加
え
し
ま
し
た
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
一
八
番
〈
渡
辺
町阜
治
郎
君
)
い
ま
の
委
員
長
の
答
弁
で
は
、
ち
ょ
?
と
困

る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
私
が
陶
い
た
特
別
の
事
情
と
い
う
の
は
、
独
自
性

と
一
古
口
?
で
も
独
自
性
的
内
容
が
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
質
問

し
た
ん
で
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
も
私
が
質
問
し

た
の
は
、
同
時
に
提
案
し
て
い
る
け
れ
ど
も
矛
盾
し
な
い
か
と
い
う
ん
引
す
ね

追
求
し
て
も
無
理
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
応
と
れ
で
:
:
:
。

。
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
〉
他
に
御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
|
|
御
質
疑

友
し
と
認
め
ま
す
。
以
上
で
質
疑
を
終
り
ま
す
。

-4-

討

論

。
一一
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
〉
討
論

K
入
り
ま
す
。

通
告
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
順
次
発
言
を
許
し
ま
す
。

一
八
番
渡
辺
箪
治
郎
君
。

(
一
八
番
議
員
渡
辺
軍
治
郎
君
登
壇
)

。
一
八
番
〈
渡
辺
軍
治
郎
君
)
私
は
議
案
第
五
十
四
号
館
山
市
職
員
給
与
条

例
内
一
部
を
改
正
す
る
条
例
的
制
定

K
つ
い
て
反
対
の
討
論
を
行
加
ま
す
。

と
の
給
与
条
例
の
一
部
改
定
は
、
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
中
「
百
分

内
二
百
」
を
「
百
分
的
百
九
十
」

K
改
め
、
十
二
月
の
期
末
手
当
を
0

・一
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ブ

カ
月
分
削
減
す
る
江
と
と
、
さ
ら
K
附
則
で
定
期
昇
給
期
間
を
三
カ
月
間
延

伸
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
人
事
院
勧
告
の
三

・
八
四
%
の
給
与
水
準
引
上
げ

を
実
質
=
了
。
九
%
K
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
市
長
の
提
案

説
明
や
審
議
の
中
で
明
ら
か
に
念
っ
た
と
と
は
、
今
回
の
給
与
改
定
が
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
K
従
つ
え
も
の
で
、
上
意
下
達
の
全
く
自
主
性
の
な
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
u

そ
の
特
長
は
、
県
下
二
十
六
市
の
中
で
、
定
期
昇
給
の
延
伸
を
実
施
し
た

の
は
館
山
市
だ
け
だ
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
館
山
市
だ
け
が
昇
給

そ
の
根
拠
は
全
〈
不
明
確
で

の
延
仰
を
行
わ
左
け
れ
ば
左
ら
止
な
か
っ
た
の
均

あ
り
ま
す
。

五
十
一
年
三
月
K
昇
給
の
延
伸
を
六
カ
月
な
い
し
九
カ
月
行
っ
た
と
と
が

あ
り
ま
す
。
当
時
の
館
山
市
は
赤
字
財
政
と
い
う
や
む
を
得
な
何
事
情
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
は
五
十
二
年
皮
決
算
K
見
ら
れ
る
よ
う
K
二
億
一
千
万

円
余
の
黒
字
財
政
の
中
で
、
昇
給
を
延
伸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
事

情
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
え
、
期
末
手
当
の
0

・
一
カ
月
分
の
削
減
K
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
が
今
年
夜
の
実
施
を
見
送
っ
て
い
る
の
K
、
す
で
K
支
給
済
み
の
期

末
手
当
を
附
則
を
設
け
て
ま
で
三
月
の
期
末
手
当
で
u

取
り
返
さ
念
け
れ
ば
な

ら
念
い
の
か
。
子
供
じ
み
て
い
て
理
解
が
で
き
ま
せ
ん
。

地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
の
引
上
げ
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
県
人

事
委
員
会
が
勧
告
を
行
つ
て
な
り
ま
す
が
、
人
事
院
勧
告
は
い
つ
も
物
価
上

昇
率
を
下
回
っ
た
も
の
に
念
っ
て
加
る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
県
人
事
委

員
会
は
民
間
企
業
の
給
与
水
準
や

ω

寸
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
を
問
題
に
し
て
加
る

よ
う
で
す
が
、
労
働
力
の
再
牛
産
で
あ
る
消
費
生
活
か
ら
見
れ
ば
館
山
市
は

特
K
物
価
が
高
い
と
い
う
の
が
定
評
で
あ
り
ま
す
。
ま
え
、
ラ
ス
パ
イ
レ

ス

指
数
も
人
事
構
成
で
は
、
国
と
県
、
県
と
市
町
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
遣
い
が

あ

b
、

一
律
に
は
い
か
左
加
問
題
で
あ
り
ま
す
。

特
K
、
地
方
公
務
員
は
、
一
般
企
業
の
労
働
者
と
違
い
住
民
K
奉
仕
す
る

と
い
う
側
面
が
重
視
さ
れ
、
身
分
保
障
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
す
で
K
決
定
さ
れ
、
実
施
ぎ
れ

て
い
る
期
末
手
当
や
定
期
昇
給
の
制
度

的
宏
一
定
の
率
が
身
分
保
障
の
中
身
で
あ
っ

て、

と
れ
を
根
拠
も
な
く
引
き

下
げ
る
と
と
は
既
得
権
の
侵
害
に
な
る
の
で
は
な
加
か
と
主
張
し
ま

し
た。

と
れ
K
対
し
て
、
給
与
は
条
例
で
決
定
す
る
の
で
既
得
権
の
侵
害
K
は
念

ら

主
な
い
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
議
会
が
決
定
す
る
K
し
で
も
、

条
仇
の
提
案
は
市
長
の
権
限
で
行
わ
れ
る
の
で
、
市
長
の
責
任
に
開
摘
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
給
与
の
削
減
が
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
K
従
っ
た
と
い
う
だ
け
で

は
根
拠
が
念
く
、
説
得
力
を
持
た
左
い
も
の
で
、
市
職
員
組
合
と
の
合
意
が

得
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

市
長
は
、
就
任
以
来
欠
員
一
小
補
充
で
人
減
ら
し
合
理
化
を
行
っ

て
き
ま
し

た
。
と
れ
が
労
働
強
化
K
在
る
の
は
必
定
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
給
与
の
引

下
げ
を
図
る
と
い
う
の
は
、
市
職
員
が
市
民
K
対
す
る
奉
仕
者
で
あ
る
と
い

う
側
面
を
見
友
い
企
業
的
念
発
想
K
よ
る
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
ο

館
山
市
だ
け
が
県
人
事
委
員
会
の
靭
告
K
忠
実
K
従
っ
た
の
も
そ
の
あ
ら
わ

れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
給
与
条
例
の
改
定
は
、
上
だ
け
を
見
て
下
を
見
な
加
独
善
的
念

ヒ

ラ
'
メ
の
行
政
で
あ
っ
て
、
職
員
の
労
働
意
欲
を
失
わ
せ
る
も
の
で

し
か
左
い

と
と
を
指
摘
し、

議
後
漢
五
十
刊
号
館
山
市
職
員
給
与
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
K
反
対
す
る
と
と
も
に
、
本
議
案
の
撤
回
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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次

K
、
私
は
議
案
第
五
十
六
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算

K
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

と
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
二
百
九
十
二
万
六
千
円
を

追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
、
議
案
第
五
十
四
号
館
山

市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
定
と
の
関
連
で
、
給
与
の
上
昇
分
五
%
を
見
込

ん
だ
当
初
予
算
と
の
差
額
を
滅
額
補
正
し
た
り
が
主
な
も
の

K
な
っ
て
い
ま

す
。
給
与
関
係
資
で
約
六
千
六
百
万
円
の
減
額
補
正
を
し
て
い
ま
す
が
、
と

の
う
ち
一
般
職
員
の
給
料
二
千
七
百
十
一
万
六
千
円
、
期
末
手
当
千
五
百
一

万
五
千
円
の
減
額
補
正

K
つ
い
て
で
す
が
、
私
は
県
人
事
一
委
員
会
の
勧
告

κ

追
従
し
て
期
末
手
当
の
0

・
一
カ
月
分
の
削
減
、
定
期
昇
給
三
カ
月
間
の
延

伸
を
行
っ
た
議
祭
第
五
十
四
号
は
時
宜
を
得
な
い
不
当
な
も
の
と
し
て
反
対

し
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
一
般
職
員
給
与
の
減
額
補
正
を
認
め
る
と
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

念
台
、
と
の
補
正
予
算
が
議
案
第
五
十
四
号
の
給
与
改
定
と
同
時
提
案
さ

れ
た
と
と

K
つ
凶
て
で
す
が
、
議
案
第
五
十
四
号
の
給
与
改
定
が
議
会
で
可

決
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
未
定
で
あ
ョ
え
の

K
、
と
れ
と
関
連
す
る
補
正
予
算

案
が
同
時

K
提
出
さ
れ
た
と
と
は
、
議
案
の
成
立
を
一
方
的

K
見
越
し
た
も

の
で
、
議
会
を
無
視
し
た
独
憲
司
的
没
市
長
の
政
治
姿
勢

K
対
し
て
強
〈
抗
議

し
ま
す
。

よ
っ
て
、
議
案
第
五
十
六
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予

算
K
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

の
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
以
上
で
通
告
者

K
よ
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

通
告
を
し
念
い
議
員
で
他
に
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

o
l
-
-
討
論
な
し
と

認
め
ま
す
。
討
論
を
終
り
ま
す
。

採

決

O
議
長
〈
士
口
問
勇
治
郎
君
〉
採
決
を
行
い
ま
す
。

採
決

κあ
た

b
ま
し
て
は
、
分
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
は
起
立

K
よ

D
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
五
十
四
号
に
つ
い
て
起
立

K
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
案
を
委

員
長
の
報
告
ど
b
h
y
可
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〈
賛
成
者
起
立
〉

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
主
。
て
本
案
は
委
員

長
の
報
告
ど
か
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
五
十
五
号

K
つ
い
て
採
決
い
た
し
ま
す

G

本
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ

-D
ま
す
。
本
案
を
委

員
長
の
報
告
ど
な
り
可
決
す
る

K
御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

-P〉

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す

o
E
っ
て
本
案
は
委

員
長
の
報
告
ど
が

D
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
五
十
六
号
に
つ
い
て
起
立

K
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案

K
つ
い
て
の
姦
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
案
を
委

員
長
の
報
告
ど
な
り
可
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
賛
成
者
起
立
〉

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
委
員

長
の
報
告
ど
h
x
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

上

手呈

。
議
長
(
士
ロ
沼
勇
治
郎
宕
〉
日
程
第
二
、
議
笑
第
五
十
七
号
昭
和
五
十
三
年

官
民
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繍
正
予
算
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
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戸

プ

議
案
第
五
十
七
号

昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
(
第
一
号
〉

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
報
告

つ
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
W

君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
議
案
は
、
去
る

十
二
月
十
九
日
の
本
会
議

K
な
い
て
文
教
民
生
参
員
会

κ付
託
さ
れ
た
も
の

で
あ
h
y
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
文
教
民
生
参
員
会
k
h
v
け
る
審
査
の
経
過
並
び

K
結

果

κっ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
近
縁
好
雄
君
御
畳
境
願
い
ま
す
。

(
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
近
藤
好
機
君
登
壇
)

の
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
(
近
藤
好
雄
君
〉
去
る
十
二
月
十
九
日
の
定
例

市
議
会

κか
き
ま
し
て
文
教
民
生
委
員
会

κ付
託
さ
れ
玄
し
た
議
案
第
五
十

七
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

K
つ
き

ま
し
て
、
十
二
月
二
十
一
日
委
員
会
を
招
集
し
、
慎
重
審
議
拘
た
し
ま
し
た
。

そ
の
審
査
の
結
果
品
川
び
経
過
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
で
あ
れ
y

ま
す
高
額
療
養
貨
に
関
し
ま
し
て
は
、

そ
の
対
象
と
内
容

K
つ
い
て
特
に
老
人
医
療
貨
を
取
り
上
げ
具
体
的
な
説
明

を
求
め
ま
し
た
。

次
加
で
、
国
保
会
計
k
h
v
き
ま
す
超
過
負
担
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
補
て

ん
に
つ
い
て
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
と
れ
ら

K
対
し
ま
し
て
市
当
局
か

ら
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
超
過
負
担

K
対
し
て
は
国
保
制
度
そ
の
も
の
の

改
善
へ
の
期
待
や
独
立
会
計
で
や
る
べ
き
考
え
な
ど
述
べ
ら
れ
き
し
た
。

ま
た
、
特

K
健
康
教
育
の
必
要
性
を
求
め
た
と
と
ろ
、
当
局
か
ら
本
市
は

本
年
度
の
健
康
指
定
地
域
と
し
て
の
指
定
も
引
受
け
て
か
h
y
、
と
れ

K
対
す
る

取

b
組
み
や
市
民
の
体
力
づ
く
h
y

へ
の
努
力
、
そ
し
て
近
い
将
来
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
構
想
の
中
で
健
康
教
育
も
進
め
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ

喧
臥
し
た
ο

と
の
ほ
か
予
備
費
の
増
額
に
つ
い
て
の
質
疑
も
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
医
療

貸
の
予
測
の
困
難
性
と
不
測
の
事
態

K
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
審
議

κ
h
v
き
ま
す
主
な
点
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
議
案
第
五
十

七
号

K
つ
き
ま
し
て
は
全
員
一
致
を
も
ち
ま
し
て
原
案
ど
な
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
の
で
、
満
場
の
御
賛
同
を
・
9
願
怖
い
た
し
ま
し
て
、
文

教
民
生
委
員
会
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

。
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
〉
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
ω

た
だ
同
ま
の
委
員
長
報
告

K
つ
い
て
御
質
疑
を
煩
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
を
ぜ
ん
か
。
|
|
|
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

と
れ
よ
・
9
討
論
に
入
り
ま
す
。
通
告

K
よ
る
討
論
者
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

他
に
ど
ぎ
い
ま
せ
ん
か

J
i
l
l
討
論
念
し
と
認
め
ま
す
。

-7-

採

決

。
議
長
〈
古
口
田
勇
治
郎
君
)
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案

K
つ
同
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
h
y
ま
す
。

本
案
を
委
員
長
の
報
告
ど
か

D
可
決
す
る
と
と

κ御
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん

4
N
 

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

'pv

の
議
長
(
士
門
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
た
し
と
認
め
ま
す
。

員
長
の
報
告
ど
が
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

程

よ
っ
て
本
案
は
委

の

上



O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
一
二
、
議
案
第
五
十
八
号
昭
和
五
十
三
年

度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
五
十
八
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
(
第
二
号
〉

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
報
告

。
議
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
定
〉
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
議
案
は
、
去
ゐ

十
二
月
十
九
日
の
本
会
議

K
な
い
て
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も
の

で
あ

b
ま
す
。

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
建
設
経
済
委
員
会

K
シ
け
る
審
査
の
経
過
鼓
ぴ
に
結

果

κ
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
伺
笠
境
制
い
ま
す
。

(
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
登
壇
〉
(
拍
手
〉

。
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
(
流
山
添
次
郎
君
〉
去
る
十
二
月
十
九
日
の
定

例
議
会
で
本
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
五
十
八
号
昭
和

五
十
三
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
〉

K
つ
き
ま

し
て
、
十
二
月
二
十
一
日
午
後
一
時
委
員
会
を
聞
き
慎
重

K
審
諮
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
結
巣
議
び
に
経
過

K
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
五
十
八
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
二
号
〉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
席
全
委
員
原
案
ど
な
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
c

次
に
、
審
議
経
過

K
つ
き
ま
し
て
御
報
管
申
し
上
げ
ま
す
。

七
二
ペ
ー
ジ
水
道
事
業
変
更
認
可
申
請
書
作
成
委
託
料
に
つ
い
て
問

w
ま

し
た
と
ζ

ろ
、
現
在
簡
易
水
道
二
カ
所
、
上
水
道
ニ
カ
所
の
四
つ
の
水
道
で

認
可
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実

K
は
協
同
末
で
結
ん
で
い
る
。
と
れ
を
一
つ
の
水

道
K
統
合
し
て
将
来
の
水
源
、
浄
水
場
の
改
良
を
実
施
し
て
い
き
た
加
と
い

う
と
と
で
、
そ
の
前
提
条
件
げい
な
る
認
可
を
得
ょ
う
と
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
と
れ
を
し
な
け
れ
ば
改
良
工
事
を
や
る
の
に
起
債
申
請
が
で
き
な
W

U

自
の
答
弁
が
め
り
ま
し
た
。

き
ら

K
、
説
明
資
料
二
0

ペ
ー
ジ
の
水
源
施
設
等
改
良
工
事
の
内
容
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
山
本
浄
水
場
改
良
工
事
が
一
番
大
き
加
、
山

本
の
水
源
は
地
下
水
で
井
戸
が
十
本
あ
り
、
ポ
ン
プ
の
二
十
四
時
同
稼
働

K

よ
り
揚
水
し
て
い
る
が
、
夜
間
の
給
水
量
が
少
念
い
と
き
は
オ
ー
バ
ー
し
た

水
が
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
む
だ
が
あ
る
と
と
か
ら
、
と
の
水
を
忠
一
同

k
m
mず
る
工
事
で
あ
る
。

配
水
管
種
変
更
工
事
は
、
東
電
が
上
野
原
地
区

K
ク

l
ブ
ル
埋
設
す
る
と

と
か
ら
、
話
し
合
い
の
結
果
延
長
四
十
二
メ
ー
ト
ル
の
石
綿
管
を
鋳
鉄
諸
国
に

か
え
る
工
事
司で
工
事
安
全
額
を
東
電
が
も
っ
と
と

K
在
っ
て
い
る
。

配
水
管
工
事
は
、
昨
年
度
作
名
に
関
連
す
る
配
管
を
行
っ
た
け
れ
ど
も
、

館
山
地
区

K
な
い
て
積
み
残
し
た
も
の
が
あ
っ
た

ω
で
と
れ
を
予
定
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
h
y
ま
し
た
。

以
上
の
件
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
詳
し
く
質
疑
が
次
の
要
領
で
あ
り
ま
し
た
・

一
般
職
員
と
水
道
出
関
係
職
員
と
り
賃
金
の
比
較
、
薬
品
使
用

K
つ
い
て
の

執
行
部
へ
の
細
自
に
わ
た
る
間
同
か
ら
、
符

K
山
本
地
区

K
な
け
る
地
下
水

汲
み
上
げ

K
よ
る
地
元
住
民

K
対
す
る
地
質
の
変
化
等
は
念
川
引
か
の
行
政
上

k
b
け
る
要
望
と
、
水
道
料
金
の
徴
収
万
法
か
ら
指
定
金
融
機
関
が
千
葉
銀

行
で
あ
る
旨
の
答
弁
を
得
、
林
道
用
地
総
入
か
ら
観
光
面
へ
の
荊
用
、
企
業

債
の
借
入
先
、
償
還
期
段
、
利
率

K
っ
き
た
だ
し
、
市
民
負
担
の
緩
滅
を
考

え
る
よ
う
申
し
入
れ
、
現
在
ま
で
の
起
債
高
二
十
億
一
千
五
戸
内
五
十
万
円
で

あ
る
回
答
を
最
後

K
審
議
を
終

P
ま
し
た
。
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外

以
上
の
と
》
り
審
査
の
概
可
決
を
申
し
上
げ
、
満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す

よ
う
訟
原
い
い
た
し
ま
し
て
報
告
を
終
り
ま
す
。
(
拍
手
)

O
議
長

(
吉
司
勇
治
郎
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
侍
争
終
り

ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
の
報
令
陀
つ
い
て
湖
一
質
疑
を
願
い
ま
す
。
側
一
質
疑
ど

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
l御
質
疑
攻
し
と
認
め
を
ナ
。

ζ

れ
主
b
討
論
陀
入
り
会
す
。
通
位
口
者
陀
よ
る
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

他
に
討
論
ど
ざ
い
を
せ
ん
か
。
l
t
|
討
論
な
し
止
認
め
ま
す
。

採

決

O
謀
長
(
吉
田
勇
治
郎
官
)

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
突
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
を
す
。

京
祭
を
委
員
長
の
報
告
ど
た
り
可
決
す
る
ζ

止
に
制
異
議
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん

A
M
 

(
「
出
刊
誌
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
(
土
中
国
勇
治
郎
君
)
御
呉
需
た
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
本
案
は
委

員
長
の
報
特
ど
な
り
可
決
さ
れ
・
ま
し
た
。

請

蘭

書

υD 

上

程

の
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
四
、
諮
願
茶
二
号
一
般
消
費
税
に
関
ナ

る
請
願
書
を
議
題
と
h

た
し
を
す
。

誘
願
第
二
号

一
世
消
費
税
K
崩
す
る
請
願
書

総
務
委
員
会
委
蝿
長
報
告

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
議
遁
と
念
り
ま
し
た
諮
問
刷
勢
は
、
去

る
十
二
月
十
九
日
の
本
会
議
に
む
い
て
総
務
委
員
会
陀
付
託
さ
れ
た
も
の
で

士
口

十

あ
り
を
す
。

よ
っ
て
、

ζ

れ
よ
り
本
請
願
書

γ
対
ナ
る
総
務
委
員
会
k
h
u
け
る
様
変
の

超
過
K
っ
き
委
員
長
の
報
併
を
求
め
ま
ナ
.

川
吋
…
務
安
員
会
委
員
長
栗
原
一
雄
君
御
否
情
恒
顔
い
を
す
。

(
u
f

務
委
員
会
詩
員
長
張
回
出

一
雄
君
登
壇
)

小
川
博
務
委
員
会
委
員
長
(
采
原
一
雄
君
)
本
委
渇
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
諦

願
講
ニ
号
一
波
消
努
税

K
関
す
る
詩
願
書
K
つ
い
て
、
二
十
日
委
員
会
を
招

集
し
、
審
査
を
行
い
・
ま
し
た
。
以
下
、
審
伐
の
経
過

κつ
い
て
御
報
告
'
申
し

上
げ
ま
す
。

本
詩
回
明
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
政
K
沿
け
る
重
要
な
政
治
課
題
と
し
て

命
議
さ
れ
マ
ル
る
問
題
で
あ
り
、
な
な
慎
重
W
審
査
考
要
ナ
る
と
の
観
点
か
ら

閉
会
中
の
継
続
審
禿
、
と
す
る
ζ

と
陀
決
定
い
た
し
・
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
賜

り
ま
す
工
う
公
飼
い
申
し
上
げ
ま
す
。

.0
議
長
(
士
口
問
勇
治
郎
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。
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継
続
審
査
に
つ
い
て

O
市
係
長
(
吉
田
勇
治
郎
芦
)

な
諮
り
い
た
し
を
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
の
止
な
り
木
清
願
書
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

い
た
し
を
す
と
と
陀
制
具
一
戸
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
あ
り
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
講
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

御
異
議
が
あ
る
よ
う
で
ど
ざ
い
全
す
の
で
、
採

決
い
た
し
ま
ナ
。

〈
「
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
は
な
ぜ
や
ら
な
い
ん
で
す
か
。
」

と
呼
ぶ
者
あ
り
)



。
議
長
(
吉
田
一
労
治
郎
君
)
継
続
審
議
で
す
か
ら
:
:
:
。

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午

前

十

時

間

十

分

休

憩

午

前

十

時

四

十

三

分

再

開

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
骨
粗
)
休
憩
前

κ引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

採
決
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
誠
舎
の
と
・

2
本
請
願
雪
話
会
中
の
継
続
審
在
と

い
た
し
ま
す
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(
茂
成
者
起
立
)

o
s
U
長
(
吉
田
勇
治
郎
鴬
)
起
す
一
多
数
で
あ
り
ま
す
e

よ
っ
て
本
譜
臨
剛
容
は

継
続
審
議
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議

ぜQ

上

事呈

案

。
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
五
、
以
内
議
案
第
山
号
一
冗
口
方
法
制
化

K
関

す
る
意
見
悉

K
つ
い
て
を
議
越
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
内
一
朗
読
を
関
h

ま
す
。

(
務
記
朗
読
)

発
熟
楽
第
四
号
一
冗
号
炉
、
制
化
K
関
す
る
意
見
判
官
K
つ
い
て

議

案

。

内

容

説

明

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
提
出
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〈
一
ご
二
重
議
員
鋳
井
敏
博
君
笠
壇
)

O
二
三
番
(
翁
井
敏
博
君
)
発
議
案
第
四
号
元
号
、
法
制
化
に
没
す
る
意
見
書

h
f

つ
い
て
援
策
均
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
立
す
。

元
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
く
か
ら
公
私
文
容
を
辻
じ
め
あ
ら
ゆ
る
面
で

+ 

主ヲ

使
用
さ
れ
、
日
常
生
活
K
密
送
し
た
も
の
陀
な
ヲ
て
沿
り
を
ナ
。
ま
た
世
論

調
査
に
お
き
ま
し
で
も
多
〈
の
国
民
が
と
の
存
続
を
望
ん
で
い
る
と
と
も
明

ら
か
K
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
法
的
根
拠
が
不
明
確
な
た
め
、
元
号

法
制
化
の
論
議
が
各
方
面
陀
事
い
て
行
わ
れ
て
い
る
ζ

と
は
御
承
知
の
と
b

り
で
あ
り
ま
す
。

そ
ζ

で、

ζ

の
際
、
本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
元
号
を
日
本
独
自

の
歴
史
的
伝
統
と
し
て
存
続
す
る
た
め
、
一
世
一
元
の
法
制
化
を
政
府

K
要

望
す
べ
〈
、
-
訟
手
元
に
配
付
の
と
沿
り
六
名
の
賛
成
者
を
得
て
本
案
を
提
出

し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

満
場
の
御
品
質
問
を
渇
り
ま
す
よ
う
念
願
い
申
心
上
げ
ま
し
て
、
提
案
理
由

戸
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

。
議
長
八
吉
田
勇
治
郎
君
)

以
上
で
説
明
は
終
り
・
ま
し
た
。

-10-

質

疑

答

応

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
質
疑
に
入
り
ま
す
。

の
一
八
委
(
渡
辺
草
治
郎
君
)
た
だ
い
ま
の
説
明
で
す
が
、
元
号
法
制
化
は

い
ま
か
な
り
論
議
さ
れ
て
い
る
問
題
で
健
否
両
論
が
あ
る
ζ

と
は
御
承
知
の

ζ

と
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
元
号
を
法
制
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

そ
の
点
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
説
明
で
は
、
乙
の
文
誌
に
も
あ
り
ま

す
よ
う

κ、
「
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
耐
に
慣
習

t
し
て
広
〈
定
着
し
て
い

る
。
」
、

ζ

う
あ
り
ま
す
。
儲
か
に
私
た
ち
は
何
の
不
自
由
も
感
じ
て
い
な

い
わ
け
で
す
。
届
け
陀
し
て
も
い
ろ
ん
な
ζ

と
で
昭
和
何
年
と
い
う
ふ
う
K

説
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
を
た
ζ

れ
を
使
わ
な
い
で
商
潜
で
や
っ
て
い
る

人
た
ち
も
あ
る
わ
け
で
す
。
両
方
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
慣
習
的
K
何
の
不
自
ド

由
も
な
く
使
っ
て
い
る
や
つ
を
な
ぜ
法
制
化
ナ
る
の
か
。
一
た
ん
法
制
化
さ

K
司

ト



、_.;'

れ
ま
す
と
、
活
律

K
港
.
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
文
省
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
元
号
を

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、
と
れ
に
反
す
れ
ば
法
律
違
反
と
し
て
罰
せ

ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
な
る
と
非
常
に
不
自
由
な
も
の

K
な
る
わ
け
で
す
。

な
ぜ
い
空
自
由
に
や
っ
て
い
る
も
仰
を
波
制
化
し
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

そ
れ
を
一
一
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
強
史
的
伝
統
と
し
て
な
ぜ
存
続
し
な
ぐ
ち
ゃ
い
け
な
い
ハ
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
歴
史
は
や
は
り
民
族
の
つ
く
っ
た
そ
う
い
う
も
の
を
縦
承
し

て
き
で
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
中
か
ら
よ
い
も
の
を
発
展
さ
せ
、
意
い
も
の

陀
は
ふ
た
を
し
て
い
〈
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
-必
史
的
と
h
p
つ
も
仰
を

尊
乏
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
元
号
だ
け
が
燈
史
的
伝
統
と
し
て
、
特
に

そ
う
い
う
こ
と
が
必
規
だ
と
い
う
ζ

と
で
は
な
く
て
、
一
冗
号
そ
の
も
の
も
あ

ら
ゆ
る
あ
れ
で
変
わ
っ
て
き
て
な
り
全
す
が
、
そ
れ
は
歴
史
的
事
実
な
ん
で

す
。
当
然
、
そ
う
い
う
ζ

と
で
、
こ
う
い
う
ζ

と
を
な
ぜ
法
制
化
し
て
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
会
い
内
か
、
そ
の
点

K
つ
い
て
き
ず
必
伺
い
し
た
い
と
患
い

ま
す
。あ

と
で
関
速
が
あ
り
設
す
が
、
そ
れ
を
な
問
幸
い
た
し
ま
し
て
、
関
連
で

は
い
ま
わ
政
治
情
勢
か
ら
く
る
問
題
で
あ
り
を
す
‘か
ら
、
と
の
質
問
の
あ
と

で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
二
三
番
(
菊
井
敏
博
君
)
提
案
理
由
の
中
で
も
御
説
明
申
し
上
げ
・
ま
し
た

が
、
渡
辺
さ
ん
は
賛
否
両
論
と
沿
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
雄
同
一
台
両
論
の
中
で

も
国
民
の
大
多
数
が
存
続
を
望
ん
で
い
る
こ
と
は
渡
辺
さ
ん
も
よ
〈
御
承
知

わ
と
沿
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
状
で
は
法
的
根
拠
が
不
明
確
な
た
め

K
、
日
太
独
自
の
康
史
的
伝
統
と
し
て
存
続
さ
せ
た
い
た
め
法
制
化
を
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
を
す
の
で
、
渡
辺
さ
ん
も
御
理
解
願
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

の
一
八
番
(
渡
辺
軍
治
郎
君
)
と
の
問
題
は
、
説
明
で
は
国
民
大
多
数
が
望
ん
で
い

る
、
と
い
う
よ
う
な
実
証
は
な
い
ん
で
す
よ
。
合
怠
を
得
て
な
い
ん
で
す
.

健
否
両
論
が
あ
っ
て
、
は
っ
き
り
大
多
数
が
姿
ん
で
い
る
と
い
う
ζ

と
が
計

数
的
陀
明
ら
か
に
左
っ
て
い
れ
ば
別
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
ζ

と
で
は

な
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
ま
だ
団
民
の
合
意
を
得
て
も
は
い
も
の
を
法
制
化
す

と
い
う
ζ

と
は
無
刊
が
る
る
。
そ
の
と
と
を
き
一
回
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の

点
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

O
ニ
三
本
(
清
井
敏
博
君
)
そ
れ
ば
渡
辺
さ
ん
と
私
と
の
怠
見
の
相
違
で
ど

ざ
い
会
す
の
で
;
:
:
。

。
一
八
被
(
渡
辺
軍
治
郎
君
)
元
4
勺
法
制
化
が
問
婚
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

と
と
は
、
い
ま
の
歴
史
的
な
情
勢
を
み
ま
す
と
、
軍
国
主
義
の
友
"活
が
相
当

進
む
と
い
う
方
向
が
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
第
一
点
は
、
先
般
「
君
が
代
」
を
国
歌
化
す
、
教
替
わ
指
導
姿
領
の
中

で
も
「
君
が
代
」
を
崎
歌
と
し
て
歌
え
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
入
れ
ろ
、
と

い
う
よ
う
な
防
衛
庁
長
官
か
ら
文
部
大
臣
に
押
し
付
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
う

な
形
で
出
さ
れ
て
い
る
。
教
育
勅
語
を
札
結
刊
す
る
よ
う
な
乙
と
も
事
実
起
こ

っ
て
い
る
わ
は
、
す
。
そ
れ
か
ら
弁
護
人
抜
き
の
裁
判
を
や
る
よ
う
な
と
と
も

出
て
い
る
わ
け
で
す
。
い
を
の
政
治
姿
勢
が
軍
国
主
義
の
復
活
、
或
近
出
て

い
る
有
事
立
法
や
何
か
と
の
関
係
で
、
か
な
り
歴
史
を
後
退
さ
ぜ
る
よ
う
な

方
向
K
進
ん
で
い
る
も
の
と
結
び
つ
い
て
乙
の
一
冗
号
の
法
制
化
と
い
う
も
の

が
出
て
き
て
い
る
と
ζ

ろ
K
私
は
問
題
が
あ
る
、
そ
う
い
う
点
で
ζ

れ
を
問

湧
陀
し
て
い
る
わ
け
で
、
ヂ
の
点
は
ど
'
つ
い
う
ふ
う
に
な
考
え
に
な
っ
て
い

を
す
か
。

-11ー

。
二
三
番
(
菊
井
敏
博
君
)

ζ

う
い
う
答
弁
非
常
K
む
ず
か
し
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
日
本
共
産
党
の
渡
辺
さ
ん
で
乏
い
と
す
れ
ば
あ
る
程
度
こ
の
問
越

御
理
解
賄
え
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
は
十
分
私
ど
も
は
審
議



し
て
ζ

れ
を
提
案
し
て
い
る
わ
け
で
、
ひ
と
つ
渡
辺
さ
ん
に
も
十
二
分
の
御

理
解
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
c

O
一
四
番
(
石
井
海
久
君
)
一
、
二
御
質
問
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ζ

の
意
見
南
音
楽
で
ナ
と
、

「
千
三
百
年
の
長
い
間
K
わ
た
り
」

l
i千
三

百
年
と
い
ろ
笠
史
的
な
御
説
明
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
千
三
百
年
前
と
い
う

と
何
天
皇

i
!こ
の
元
号
と
い
う
の
は
天
皇
制
と
と
も
に
使
用
さ
れ
た
、
と

れ
は
歴
史
的
な
議
実
で
ど
ず
い
ま
す
の
で
、
な
見
書
架
に

よ
り
主
す
と
元
号

は
平
三
百
年
前
に
始
ま
っ
た
と
い
う
制
説
切
で
す
。

b
L
t

ら
〈
浜
重
犯
提
案

者
は
歴
史
的
な
苦
笑
を
訟
考
え
の
上
「
平
三
百
年
一
と
う
た
っ
た
よ
う
で
ど

ず
い
ま
す
が
、

一
体
何
天
皇
の
時
代
で
あ
っ
た
か
、
淀
従
来
い

K
質
問
い
た
し

ま
す
。

。
二
三
番
(
婿
井
敏
博
君
)

(
笑
声
)

の
考
委
主
口
問
勇
治
郎
沼
)

い
ま
資
料
を
取
り
寄
せ
て
い
を
す
か
ら
:
:
:
。

習
時
休
議
い
た
し
ま
す
。

午

前

十

時

玄

十

五

分

休

憩

午

前

十

一

時

十

介

再

開

。
需
長
(
吉
田
一兆
治

郎

君

)

休

バ間前

K
引
き
続
き
会
訟
を
闘
き
を
す
。

O
二
三
番
(
潟
井
敏
博
怠
)
先
ほ
ど
の
石
井
議
員
さ

ん
の
湖
償
却
に
な
答
え

い
た
し
ま
す
。

大
化
元
年
六
月
十
四
日
に
御
即
位
さ
れ
た
の
は
孝
徳
天
皇
で
す
c

O

一
四
番
(
石
井
輝
久
君
)
私
の
質
問
は
、
千
三
百
年
と
う
た
っ
て
あ
る
け

れ
ど
も
、
一
冗
号
と
い
う
の
は
天
皇
制
と
と
も
に
今
日
ま
で
歴
史
的
K
使
わ
れ

て
き
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ
る
の
で
、
千
三
百
年
前
に
元
口
一
勺
が
始
ま
っ

た
と
い
う
、
平
三
百
年
の
長
い
閣
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
と
い
う
と
と

な
ん
で
、
い
ま
の
答
弁
は
元
号
が
始
ま
っ
た
の
は
千
一
二
百
年
前
と
い
う
ζ

と

な
ん
で
す
が
、

と
れ
ば
出
史
的
事
実
じ
ゃ
な
か
ろ
う
と
伺
う
と
と
を
苔
っ

て
い
る
ん
で
す
。

提
案
者
の
各
位
慎
重
に
た
文
を
作
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
元
号
の
、
日

太
の

、

一
役
最
初
使
わ
れ
た
の
は
何
天
皇
で
、
ど
う
い
う
元
号
か
ら
始
ま
っ

た
の
か
必
伺
い
し
を
す
。

O
二
三
番
(
籾
井
敏
博
君
)
で
す
か
ら
大
化
元
年

K
、
西
暦
六
百
四
十
五
年

か
ら
元
号
の
あ
れ
が
始
を
つ
て
、
そ
の
と
き
の
天
皇
は
孝
徳
天
皇
。
千
三
百

年
と
い
う
の
は
長
い
間
と
い
う
ζ

と
だ
、
と
い
う
乙
と

で
す
0

0

一
四
番
(
石
井
同
久
芳
)
私
の
潤
滑
で
す
と
、
西
暦
五
百
三
十
八
年
、
欽

別
天
皇
五
年
の
と
き

K
E
化
と
い
う
元
号
か
ら
始
ま
っ
た
、
ζ

れ
は
隔
地
史
的

す
事
曲
一
ん
で
す
か
ら
、
と
れ
ば
間
違
っ
て
い
た
ら
の
ち
ほ
ど
取
り
消
し
ま
す
け

れ
ど
も
、
私
の
調
交
で
は
欽
明
天
盆
五
年
、
荷
暦
で
い
う
と
五
一
閉
三
十
八
年

日
本
の
元
号
の
初
め
は
百
一
化
と
い
う
元
号
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て

こ

れ
は
計
算
い
た

L
ま
す

t
h
空
か
ら
平
川
百
四
十
年
前
、
し
た
が
っ
て
千
三

百
年
と
い
う
数
字
が
間
違
っ
て
い
る
と
、
私
は
と
う
い
う
指
摘
を
す
る
わ
け

で
す
。
お
注
目
え
を
胤
い
を
す
。

。
二
三
議
(
箔
井
政
博
京
)
私
は
、
大
化
か
ら
、
西
財
六
百
四
十
五
年
か
ら
、

元
号
は
大
化
か
ら
始
ま
っ
て
孝
徳
天
皇
だ
と
い
う
ふ
う
げ
明
解
し
ま
す
。

ハ
い
一
四
捨
(
石
井
鰯
久
訟
)

ζ

れ
ば
平
行
線
の
よ
う
で
す
が
、
平
行
線
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
よ
。
隆
史
的
な
挙
実
で
す
か
ら
、
私
が
も
し
明
違
っ
て
い
れ
ば

取
り
消
し
会
す
け
れ
ど
も
、
元
号
の
崎
始
は
日
本
で
は
商
暦
で
五
百
コ
一
十
八

年
、
そ
の
天
皇
は
吠
明
天
皇
、
し
か
も
欽
明
天
皇
が
天
皇
即
位
五
年
後
陀
宣

化
と
い
う
乙
と
で
元
号
が
始
ま
っ
た
、
ζ

う
い
う
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
い

ま
の
答
弁
は
ち
ょ
っ
と
間
違
っ
て
h

る
と
私
は
指
嫡
し
な
が
ら
質
問
を
す
る

わ
け
で
す
。

一12-
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四

外

カ

内
閣

K
出
す
意
見
書
で
も
ど
ざ
い
ま
す
し
、
千
三
百
年
と
い
う
ふ
う

K
は

っ
き
り
数
字
を
う
た
っ
て
い
を
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
館
山
市
議
会
と
し
て
は

歴
史
的
念
事
実

K
反
す
る
と
す
る
と
、
何
て
い
う
か
議
会
の
権
威
に
も
か
か

わ
る
問
題
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
で
す
か
ら
、
慎
重

κ取
り
扱
い
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
暦
で
六
百
四
十
五
年
と
い
う
の
は
、
大
化
の
改
新
が
行
わ
れ
た
と
き
、

と
れ
は
中
大
兄
皇
子
が
蘇
我
入
胞
を
宮
中
で
暗
殺
を
し
て
、
一

種
の
ク
ー
デ

タ
ー
を
起
と
し
ま
し
て
、
そ
れ
が
犬
化
の
改
新
と
い
ま
歴
史
的

K
い
わ
れ
て

い
る
、
そ
れ
が
西
暦
六
百
何
十
五
年
、
そ
の
と
き
は
す
で

K
元
号
は
使
わ
れ

て
い
た
ん
で
す
。
歴
史
的
念
事
実

K
間
違
い
が
あ
り
ゃ
し
な
い
か
と
伺
う
と

と
を
発
言
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

。
議
長
ハ
士
ロ
田
勇
治
郎
君
〉
議
長
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
と
の
歴
史
的
事
実
と
い
う
よ
う
な
と
と

に
つ
き
ま
し
て
、
な
る
ほ
ど
歴
史
で
ど
ざ
い
ま
大
友
か
念
か
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

κつ
き
ま
し
て
原
文
の
中
の
「
千
三
百
年
」
と
い
う

の
を
「
千
三
百
年
余
」
と
い
う
と
と
で
、
議
長
の
整
理
権
の
中
で
と
れ
を
訟

認
め
す
る
と
と
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

。
守
四
番
(
石
井
輝
久
君
〉
と
れ
は
ち

ょ
っ
と
、
計
算
す
る
と
千
四
百
同
十

年
で
す
ね
、
千
三
百
年
代
じ
?
な
い
ん
で
す
よ
。
い
安
か
ら
逆
算
を
し
て
い

ぐ
と
子
四
百
四
十
年
前
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
千
三
百
年
余
と
い
う
と
と

K
、な

る
と
:
:
:
。

O
議
長
(
士
口
田
勇
治
郎
君
)
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午

前

十

一

時

十

八

分

休

憩

午

前

十

一

時

三

十

四

分

再

開

の
議
長
(
士
ロ
田
勇
治
郎
君
)
休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

+ 

。
二
三
番
(
菊
井
敏
博
君
)
私
は
三
省
堂
発
行
の
日
本
史
年
表

K
よ
っ
て
大

化
元
年
孝
徳
天
皇
と
加
う
と
と
を
な
答
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
山
山
ま
石

井
議
員
さ
ん
と
の
や
h
y
と
り
の
中
に
h
F

い
て
、
千
三
百
年
、
千
阿
百
年
と
い

う
も
の
の
法
的
根
拠
が
不
明
な
た
め
、
私
の
提
案
理
由
と
い
う
も
の
は
長
い

間
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
千
三
百
年
と
い
う
文
字
を
削
除
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
を
な
日
闘
い
い
た
し
ま
す
。

E義

訂

正

宗

叱コ

hv
諮
り
い
た
し
ま
す
。

。
議
長
〈
士
口
田
勇
治
郎
一若一
〉

た
だ
い
ま
提
案
者
よ
h
y

「
千
三
百
年
の
」
を
削
除
加
た
し
た
い
旨
の
発
言

が
ど
ざ
い
乏
し
た
が
、
と
れ

K
御
国
共
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〈
「
呉
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
「
千
三
百

年
の
」
は
削
除
す
る
と
と

K
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

他
K
御
信
義
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か

o
i
l
-御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

- 1.~-

討

論

O
一
家
長
ハ
吉
田
勇
治
郎
若
〉
と
れ
よ
り
討
論

K
入
り
ま
す
。

(
一
八
番
諮
問
貝
渡
辺
軍
治
郎
君
登
趨
〉

O

一
八
番
(
渡
辺
軍
治
郊
君
〉
私
は
元
号
法
制
化
に
刷
慢
す
る
意
見
書

K
反
対

の
討
論
を
行
い
ま
す
。

と
の
意
見
者
の
内
容
を
見
ま
す
と
、
「
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面

K
慣
習

と
し
て
広
〈
定
着
し
て
い
る
υ

」
と
、
そ
う
い
う
と
と
と
同
時

κ、
歴
史
的

伝
統
と
し
て
存
続
し
た
い
と
い
う
の
が
と
の
内
容
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

「
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面

K
慣
習
と

し
て
広
〈
定
着
し
て
い
る
。
」
と
い



わ
れ
わ
れ
が
現
に
な
ん
の
不
自
占
間
も
な
く
西
暦
あ
る
い
は
昭
和

と
い
う
よ
う
な
元
号
4
7
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
、
い
ま
改
正
し
な
け
れ
ば
、

改
正
と
い
い
ま
す
か
、
法
制
化
し
古
ぼ
け
れ
ば
4

ぺ
ら
な
い
と
い
う
根
拠
は
は
っ

き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
説
明
で
は
大
多
数
が
望
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
設
し
た

が
.

ζ

の
間
ぬ

κ
つ
い
て
は
待
成
す
お
人
も
反
対
す
る
人
も
あ
っ
て
、
国
民

の
合
憲
を
得
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
時
期
に
は
な
い
と
引
い
を
す
。
そ
れ
だ

け
に
論
争
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
む
し
ろ
問
泊
は
、
な
ぜ
い
を
の
持

切
に
と
う
い
う
元
号
法
制
化
の
問
題
が
出
て
き
た
か
、
そ
こ
に
大
き
な
問
題

が
あ
ん
う
と
患
い
ま
す
。

最
近
戸
情
勢
を
見
ま
す
と
、
政
府
が
部
会
で
崎
遜
に
し
て
い
る
い
ろ
い
λ

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
最
近
の
南
勢
の
中
で
家
国
主
識
を
復
活
す
る

よ
う
な
動
き
が
相
当
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す

3

「
君
が
代
」
?
国
歌
化
し

て
ζ

れ
を
一奴
育
の
分
野
に
押
し
付
け
る
、
ま
た
教
育
勅
語
を
礼
賛
す
る
と
い

う
よ
う
な
ζ

と
が
、
大
臣
の
中
に
も
そ
ろ
い
う
こ
と
を
言
う
人
が
出
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
弁
護
人
扱
き
裁
判
を
結
局
法
律
で
決
め
よ
う
と
す
る
劾
き
が
、

靖
国
神
社
の
、
設
問
神
社
と
し
て
の
、
法
律
で
国
の
行
事
と
し
て
認
め
さ
せ

よ
う
と
い
う
よ
う
な
動
き
ゃ
、
あ
る
い
は
有
事
立
法
と
い
う
よ
う
な
形
で
、

ア
メ
リ
カ

C
極
東
戦
略
に
基
づ
い
た
安
保
条
約
氏
よ
る
、
第
五
条
陀
よ
る
共

同
作
戦
で
、
日
本
の
自
衛
隊
が
ア
メ
リ
カ
の
起
ζ

し
た
戦
争
陀
巻
き
込
ま
れ

る
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
、
最
近
の
国
会
の
論
争
の
中
で
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

ζ

う
い
う
よ
う
な
状
況
を
総
合
的
に
判
断
い
た
し
を
す
と
、

ζ

の
一
河
口
方
法

制
化
の
間
管
も
そ
の
一
還
と
し
て
、
あ
る
い
は
憲
法
を
改
正
ナ
る
前
提
に
立

っ
て
天
皇
制
を
復
活
し
よ
う
と
い
う
よ
う
左
動
き
が
か
な
り
強
〈
情
報
と
し

て
出
て
沿
旬
ま
す
。

う
ζ

と
は
、

乙
う
い
う
よ
う
な
視
点
か
ら
見
合
す
と
、

一
冗
号
法
制
化
は
結
局
何
も
現
在

わ
れ
わ
れ
は
不
自
由
を
し
て
い
な
い
の
げ
れ
い
ま
ζ

れ
を
決
め
る
と
い
う
と
と

ろ

κ、
有
事
立
法
や
そ
の
他
と
の
凶
速
で
非
常
に
軍
国
主
議
復
活
の
方
向
に

強
め
ら
れ
る
と
い
う
ζ

と
で
、

ζ

の
元
号
法
制
化
に
関
ナ
る
意
見
書
K
つ
い

て
は
反
対
す
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O
議
長
(
士
口
白
勇
治
郎
君
)

と
認
め
を
す
。

他
に
討
論
ど
古
い
ま
せ
ん
か
。

l
l
l
討
論
な
し

採

決

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

採
決
は
起
立
K
よ
り
行
い
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど
念
り
可
決
す
る
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
ナ
。

(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
ず
。
よ
っ
て
本
案
は
胤
案

ど

h
u
b
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ζ

れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

日

程

り

追

カ日

od可
長
(
吉
田
町
山
刀
治
郎
君
〉
な
諮
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
全
発
議
案
第
五
号
一
般
消
費
税
の
導
入

K
崎
す
る
意
見
書
架
が
提

出
さ
れ
4
4
し
た
。
と
の
際
、

ζ

れ
を
日
程

κ追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ζ

れ
げ
礼
的
異
議
ど
ざ
h

を
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
会
一
同
国
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な
し
E
Y

認
め
を
す
。
よ
っ
て
本
案
を
日

穏
に
追
加
し
、

関
越
と
す
る
ζ

と
に
決
し
ま
し
た
。

E義

配

案

付

の

』
a 
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p' 

。
議
長
(
士
臼
出
勇
治
郎
君
)

(
議
案
配
付
)

ハふ
ヴ
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

タ
突
の
配
付
漏
れ
汁
'
ど
ざ
い

ま
ぜ
ん
か

3
1ー

ー

配
付
繍
れ
だ

し
と
認
め
ま
す
。

議
会
を

'd
付
い
え
さ
せ
ま
す
。

E義

に〉

上

手呈

E言

O
苛
長

(
吉
田
必
治
郎
君
)
発
議
案
第
五
号
一
般
消
叫
税
の
導
入
k
m何
ナ
る

意
見
替
山
公
を
需
簡
と
い
た
し
ま
す
。

説
集
の
朗
読
を
聞
い
ま
す
。

(
書
記
朗
読
)

発
議
案
第
五
号

一
波
消
費
税
の
導
入
に
闘
す
る
意
見
出
荷
に
つ

w
て

議

案

の

内

容

説

明

。均一
刻
長
(
古
川
市
勇
治
郎
君
〉
提
出
者
の
説
明
宏
求
め
ま
す
。

(
ニ
一
二
設
。
パ
員
豹
井
敏
博
君
笠
沼
)
(
拍
手
)

O
二
三
番
(
猪
井
被
博
君
)
発
訴
ね
次
第
五
号
一
般
消
資
税
導
入
に
闘
す
る
窓

見
容
に
つ
い
て
被
災
九
時
由
を
師
吋
明
申
し
上
げ
ま
す
。

一仙
一以
消
到
税
K
つ
長
ま
し
て
は
、
税
制
調
売
会
に
よ
る
試
案
が
発
表
さ
れ

て
か
ら
各
方
面
陀
お
い
て
論
議
さ
れ
て
な
り
ま
す
こ
と
は
御
承
知
の
止
な
り

で
ど
ざ
い
烹
す
。

国
民
学
活
に
多
大
な
影
・
議
を
及
ぼ
す
本
税
に
つ
い
て
は
、
同
仲
間
氏
の
合
長
が

十
分
で
な
い
現
段
階
で
の
d
，
入
は
明
掛
川
が
J
h

る
も
の
と
考
え
ら
れ
会
す
。

し
た
が
い
を
し
て
、
ζ

の
際
本
市
議
会
と
い
た
し
空
し
て
も
、
諸
般
の
情

勢
を
勘
案
し、

本
刷
物
の
導
入
に
つ
い
て
は
慎
重

κ対
処
す
る
よ
う
政
府
陀
嬰
-

望
h

た
し
た
〈、

な
手
元
に
配
付
の
と
h
k

り
七
名
の
賛
成
考
を
得
て
本
実
争

ゴ
£ 

イ

提
出
い
た
し
を
し
た
次
切

で
ど
ず
い
ま
す
。

満
場
の
御
ヰ
夜
間
場
り
を
す
よ
う
な
願
い
い
た
し
生
し
て
、

淀
案
理
由
の
説

明
と
い
え
し
ま
す
。

。
議
長

(
士
口
一
凶
勇
治
郎
京
)

説
明
は
M
明、け

ま
し
た
。

質

応

答

疑

O
地
内
長

(
士
口
出
勇
治
郎
君
)
制
質
疑
胤
い
を
す
。

。
一
八
番

(
渡
辺
章
治
郎
君
)

こ
の
怠
見
習
の
内
容
を
見
ま
す
と
、
「
一

般

消揖
W

税
の
導
入
吠
国
民
陀
多
大
な
彩
殺
を
及
ぼ
す
ζ

と
は
必
歪
で
あ
る
。
」

、

そ
う
い
う

こ
止
念
ら
当
然
反
対
の
方
向
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
肘
う

ん
で
す。

消
ゾ
税
の
導
入
が
、
大
体
政
府
は
五
十
五
怨
の

一
月
を
想
定
し
て
い
る
と

い
う
よ
う
左

と
と
は
新
聞
報
道
で
設
か
れ
て
な
り
ま
す
が
、
そ
う
な
り
ま
す

と
と
れ
は
本
年
度
予
算
と
の
闘
速
で
笑
摘
の
方
向
に
踏
み
切
る
傾
向
は
強
い

わ
け
で
す
。
そ
ろ
だ
と
す
れ
げ
、
同
民
生
活
げ
仏
大
き
な
影
泌
を
及
ぼ
す
と

い

う
ζ

と
な
ら
ば
、
反
対
と
し
て
、
広
見
替
の
内
奈
が
ぞ
う
M

う
方
向
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
慎
暗
m-
漢
詩
と
い
う
ζ

と
で
は
反
対
の
ぷ
向
を
は
っ
き
り
出

し
て

い
な
い
わ
け
で
す
。

前
に
出
し
た
一
般
消
費
税
の
導
入
に
関
す
る
詩
願
舎
で
は
反
対
の
方
向
を

出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い

う
泌
の
説
願
'番
で
は
反
対
、
そ
れ
が
縦
続

努
査
に
た
る
。
慎
重
等
辺
一
ーす
る
と
い

う
の
が
、
た
だ
い
ま
ζ

こ
で
も

っ
て
可

決
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
内
容
と

し
て
出
て
き
て
い
る
。
非
常
に
矛
盾
す
る
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わ
け
で
す
む

叩
h

へ
際
に
国
民
生
活
に
大
き
な
影
烈
い
を
及
ぼ
す
、
政
府
が
や
ろ
う
と
し
て
い

る
一
般
消
許
税
の
導
入
と
い
う
の
は
、
非
常
に
大
き
な
彩
顎
|
|
ι
か
も
国



民
だ
け
で
は
念
加
で
す
よ
、
自
治
体
も
財
源
持
ち
出
し
が
多
く
な
る
と
凶
う
、

通
告
質
問
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う

K
、
と
れ
は
悪
税
で
す
か
ら
、
そ
れ

κ

対
し
て
慎
重
審
議
と
い
う
の
は
|
|
慎
重
審
議
の
時
代
じ
わ
を
い
で
す
よ
。

そ
う
加
う
と
と
が
出
て
〈
る
の
が
あ
る
程
度
は
っ
き
り
し
て
阿
る
か
ら
、
そ

れ
を
阻
止
す
る
よ
う
な
立
場
の
意
見
警
な
ら
問
題
左
い
ん
で
す
が
、
そ
の
点

が
は
っ
き
り
し
て
左
い
ん
で
質
問
い
た
し
ま
す
。

。
二
三
番
(
菊
井
敏
博
窓
)
渡
辺
さ
ん
の
御
質
問
ど
も
っ
と
も
で
ど
ざ
い
ま

す。

ζ

の
税
を
導
入
す
る
と
と

K
、
非
常
に
わ
れ
わ
れ
の
生
活
上
も
問
題
が

あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
ζ

れ
は
国
政
の
問
題
で
あ
り
、

を
だ
は
ョ
き
り
閤
っ
て
い

な
い
現
在
で
ど
さ
い
を
す
の
で
、
慎
重
に
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
要
望
を
出
す
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

O

一
八
番
(
渡
辺
軍
治
郎
京
)

出
す
わ
け
で
す
が
、

と
れ
ば
当
然
政
治
の
問
題
だ
か
ら
意
見
書
を

ま
だ
固
ま
っ
て
左
い
と

w
う
け
れ
ど
も
、
か
左

D
固
ま

っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
大
体
新
醐
を
見
て
も
一
戸
当
た
り
の
負
担
が
平
均

し
て
八
万
三
千
二
泊
九
十
二
円
、
と
れ
だ
け
の
負
担
に
念
る
わ
け
で
す
。
特

K
勤
労
者
は
現
在
の
源
泉
所
得
税
の
上

K
一
・
七
八
倍
の
税
の
超
過

κ在
る

と
い
う
と
と
が
は
っ
き
り
J
凶
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
友
内
容
|
|
税

率
五
%
の
場
合
で
す
よ
。

先
だ
っ
て
通
告
質
問
の
中
で
hu
聞
き
し
た
、
一
般
地
方
財
政

K
対
す
る
財

源
問
題
、
と
れ
は
ど
う
戎
る
か
と
い
う
問
題
で
は
、
市
町
村
の
ぺ

l
ス
で
七

百
五
十
七
億
の
持
ち
出
し

κ念
る
わ
け
で
す
。
税
の
収
入
と
一

絞
建
築
関
係

と
か
消
費
、
そ
う
い
う
よ
う
念
面
で
経
常
貨
を
加
え
て
凶
〈
と
、

そ
れ
だ
け

の
む
し
る
税
金
よ
り
も
持
ち
出
し
の
ほ
う
が
多
〈
在
る
と
い
う
、
そ
う
い
う

結
呆
も
出
て
い
ま
す
か
ら
、
大
体
五
十
五
年
の
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
と
い

う
の
は
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
い
う
想
税
念
ら
反

U 

対
す
る
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
議
員
の
立
場
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
を
慎
重
審
議
し
ろ
と
い
う
の
は
、
政
府
の
ほ
う
は
慎
重
審
議
し
て
出
し

て
き
ょ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
慎
重
審
議
だ
け
で
は
非
常

κ不
安

だ
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
点
は
ど
う
念
ん
で
す
。

。
二
三
番
〈
菊
井
敏
博
君
〉
た
だ
い
ま
も
な
答
え
い
た
し
ま
し
た
と

b
b、

ま
だ
財
政
の
健
全
化
の
た
め

K
は
行
政
の
合
銀
化
を
図

b
、
合
わ
せ
て
税
制

の
全
般
を
見
直
し
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の

中
K
沿
い
て
た
だ
い
喧
二
般
消
費
税
の
問
題
が
ま
だ
は
っ
き

b
固
ま
ク
て
い

念
山
山
中
で
反
対
す
る
と
い
う
と
と
は
、
提
案
者
と
し
て
な
か
し
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
そ

ζ
K
十
二
分

κ慎
重

K
や
っ
て
同
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
を
安

望
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
理
解
山
山
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

J

O
務
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
他

K
御
見
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

o
l
-
-
御
質
疑

念
し
と
認
め
ま
す
o
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委
員
会
付
託
の
省
略

つ
訟
長
(
吉
田
勇
治
郎
東
)
本
来

K
つ
い
て
は
安
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し

た
怖
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
呉
諒
ど
さ
凹
ま
せ
ん
か
。

(
「
真
相訪
念
し
」

lι

呼
ぶ
者
あ
り
〉

ハ
ソ
諮
一
長
(
吉
岡
勇
治
郎
お
)
御
呉
、
祈
念
し
と
認
め
ま
す
。

討

論

ハ
註
長
(
古
口
問
勇
治
郎
一
世
相
)
討
論

K
入
り
ま
す
。

(
一
八
番

Jhf
只
渡
辺
淳
治
郎
君
盗
盛
〉

つ
一
八
番
(
波
辺
箪
治
郎
君
)
私
は
一
般
消
貸
税
導
入

K
関
す
る
意
見
書
に

戸
以
却
炉
の
討
論
を
戸
引
い
ま
す
ο



「
一
紋
消
費
税
の
導
入
は
国
民
生
活
に
多
大
な

ι
砂
川
習
を
及
ぼ
す
と
と
は
必
歪
で
あ
る
。
」
、
全
〈
そ
の
と
沿
り
だ
と
尽
う
ん

で
す
。
そ
の
内
容
は
、
消
党
税
が
導
入
さ
れ
ま
す
と
一
一
戸
当
た
り
で
も
大
変

な
税
負
担
に
な
り
、
し
か
も
逆
送
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般
消
侵

税
の
中
で
所
得
の
少
な
い
人
が
、
と
れ
は
初
悩
に
か
か
っ
て
〈
る
わ
け
で
す

か
ら
、
国
民
生
活
を
大
き
く
治
び
や
か
す
と
い
う
ζ

と
で
、
と
れ
は
政
府
の

税
制
調
査
会
の
突
が
発
表
さ
れ
た
当
時
か
ら
園
田
氏
の
中
で
大
き
な
問
題
陀
な

っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
反
対
球
劫
が
か
な
り
全
一
倒
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
で
す
か
ら
、
慎
重
審
議
さ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
よ
う
な
意
見
番
で

は
、
意
見
措
置
に
な
ら
な
い
内
容
だ
と
思
う
ん
で
す
。

す
で
に
、
五
十
五
年
の
一
月
か
ら
政
府
は
笑
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
そ

れ
は
当
然
今
年
度
の
予
算
と
の
舗
速
が
出
て
き
ま
す
か
ら
、
相
当
大
き
な
影

議
を
及
ぼ
す
、
そ
れ
が
尚
早
に
同
民
一
般
じ
ゃ
念
し
に
地
方
財
源
に
と
っ
て
も

大
き
な
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
。

一
般
消
同
町
税
が
導
入
さ
れ
る
と
、
地
方
財
源
が
潤
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
と
い
う
よ
う
な
幻
想
も
持
た
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
先
だ
っ
て
私
が
発

表
し
た
よ
う
に
、
一
絞
消
印
ザ
税
を
導
入
し
て
地
方
自
治
体
陀
ど
う
い
う
影
響

が
起
こ
る
か
と
い
う
ζ

と
で
は
、
都
道
府
県
ぺ

1
ス
で
は
税
率
五
%
・
と
し
た

場
合
に
大
体
育
六
十
六
億
円
の
持
ち
出
し
に
な
り
、
市
町
村
ぺ

l
ス
で
い
く

と
七
百
五
十
七
億
円
の
持
ち
出
し
増
陀
な
る
と
い
う
ζ

と
で
、
一
般
消
費
税

を
導
入
し
た
場
合
陀
地
方
対
源
は
む
し
ろ
一
日
出
増
し
の
ほ
う

l
l要
す
る
に

一
般
建
築
事
業
だ
と
か
消
費
の
面
と
か
、
備
品
の
商
と
か
、
い
ろ
い
ろ
そ
う

い
う
問
題
で
か
な
り
支
出
の
ほ
う
が
多
〈
な
っ
て
、
財
源
と
し
て
は
期
待
で

き
な
い
と
い
う
の
が
は
っ
き
り
数
字
の
上
で
も
示
屯
さ
れ
て
い
あ
わ
け
で
す
。

し
た
知
っ
て
、

ζ

の
意
見
書
の
内
容
で
は
、
慎
重
審
議
と
い
う
段
階
を
越

と
の
内
容
を
見
ま
す
と
、

「

え
て
政
府
は
実
施
を
迫
る
と
い
う
よ
う
な
と
と
ろ

K
き
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
乙
の
意
見
書
で
は
意
味
が
な
い
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
継
続
審
議
に
な
ョ
た
一
紋
消
費
税
に
闘
す
る
請
願
番
の
内
容
は
、

そ
う
い
う
国
民
K
非
常
に
大
き
な
負
担
を
及
ほ
し
、
あ
る
い
は
申
小
業
者
に

非
常
に
計
算
上

;leあ
る
い
は
、
む
ろ
ん
と
の
税
が
や
ら
れ
る
と
す
れ
ば
物

価

K
は
ね
上
が
っ
て
、
結
局
拘
が
売
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
事
態
を
起
ζ
し、

商
工
業
者
に
と
っ
て
も
大
告
な
問
溢
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
ζ
と
か
ら
、

先
般
一
綾
消
策
税
導
入
陀
反
対
す
る
詩
願
が
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ぞ

れ
が
継
続
審
議
に
な
っ
て
、
雌
続
審
議
と
な
あ
と
、
も
う
い
ま
は
予
算
編
成

に
だ
ん
だ
ん
入
る
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常
陀
遅
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

点
で
先
ほ
ど
縦
続
審
竣
陀
な
っ
た
の
は
・
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
ゐ
か
し
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
怠
見
を
述
べ
た
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
関
添
と
も
合
わ
せ
て
、
む
し
ろ
請
願
の
内
容
で
反
対
す
る
立
場

を
は
っ
き

b
さ
せ
る
た
め
の
意
見
書
な
ら
と
も
か
く
、
そ
れ
を
務
め
る
と
い

い
ま
す
か
、
後
退
し
た
よ
う
な
!話
見
容
は
、
私
は
賛
成
す
る
ζ

と
は
で
き
な

い
わ
け
で
、ず
。
よ
っ
て
一
般
消
資
税
導
入
に
却
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
は
反
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対
い
た
し
ま
ず
。

川
上
で
あ
り
ま
す
。

。
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
他
に
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

o
l
-
-討
論
な
し

と
認
め
を
す
る
討
論
を
終
り
ま
す
。

採

決

の
な
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
採
決
に
入
り
全
す
。

採
柊
は
起
立
に
よ
り
行
い
ま
す
。

太
-

J

案
を
原
案
ど
な
り
可
決
す
る
に
焚
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。



(
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
起
立
多
数
で
あ

b
ま
す
。
よ
っ
て
窓
案
は
原
案

ど
な
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

閉

会

午
後
零
時
閉
会

。
議
長

〈
吉
田
勇
治
郎
君
)

以
上
で
友
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は

す
べ
て
議
了
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
と
れ
陀
て
第
四
回
市
議
会
定
例
会
を
閉

会
h

た
し
ま
す
。

O
本
日
の
会
議
に
付
し

た
事
件

一
、
議
案
第
五
十
四
号
乃
至
議
案
第
五
十
八
号

一、
請
願
第
二
号

一
、
発
議
案
第
附
号
、
議
案
の
訂
正

一
、
臼
程
追
加

・
発
詩
案
第
五
号

-18-

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
坊
の
規
定

K
よ
り
署
名
す
る
。

館
山
市
議
会
議
長

士
ロ

回

勇

治

郎

館
山
市
語
会
議
員

石

井

輝

久

館
山
市
議
会
話
員

石

井

武

敏

'---' 

J 

E 
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